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日本音楽教育学会近畿地区 平成26年度第2回例会のご案内 
           

平成26 年度第２回近畿地区例会は、下記のようにラウンドテーブルを企画いたしました。 

ふるってご参会くださるようお願い申し上げます。 

 

日  時：2015年 3月 28日（土） 14：00～17：00 

                         キャンパス見学会  13：0〜13：45 

会  場： 神戸松蔭女子学院大学 5号館 子ども発達棟４階 

 

ラウンドテーブル 

  タイトル：「曲種に応じた発声」とその呼吸法をめぐって 

       ——腹式か逆腹式か、様式による声の違いの謎を探る 

  話題提供（プレゼンター） 

    内藤千賀弘  民謡    鈴木由喜子  地歌 

    安田 寛   謡曲    奥村正子   ソプラノ    

  司会・企画 村尾忠廣  （新内） 

 

【企画趣旨】かつて児童の歌声は、「頭声」とか「頭声的発声」が良しとされ、学習指導要領にもそのよ

うに記載されていたことがありました。しかし、現在の学習指導要領では「曲種に応じた発声」になっ

ています。「頭声的発声」が「曲種に応じた発声」に変わったことは画期的なことと言ってよいでしょう。

問題は、その「曲種（音楽様式）」に応じた発声」をどうやって使い分けるか、ということです。不思議

なことに、洋楽に限らず、さまざまなジャンルの伝統音楽においても同じように「複式呼吸」による発

声法が推奨されています。が、曲種に応じて呼吸法にも微妙な違いがあるのではないでしょうか。ちな

みに、同じ腹式でも、尺八の「密息」では、下腹部を吸う時も吐くときも膨らまし、新内は逆に常に凹

ませています。 

民謡藤栄会の会主である内藤千賀弘氏さんは、何十年も前から「民謡は逆腹式呼吸」であると述べ、

指導されています。複式呼吸では息を吸ってお腹を膨らませるのですが、その逆ということは吸気で凹

ませるのでしょうか。NHK「朝イチ」の番組でも「ドローイン」という言葉でこの呼吸、発声法が紹介

されています。民謡を歌う人はみんなテノールになってしまいますから、この呼吸法と高音発声には関

係があるのかもしれません。内藤さんには、このあたりのことを話していただく予定です。 

地歌の鈴木由喜子さんは、地声で低音を発声するのに大変苦労したと伺っています。低音の太い声を

出すには義太夫のように下腹部を押し下げるように（down and out）して歌うのでしょうか、それとも

その逆でしょうか。鈴木さんには、実際に歌っていただき、観察させていただきながら議論に加わって

いただく予定です。 

音楽教育史の研究者である安田寛さんは、大学では声楽を専攻し、テノールでしたが、その後謡曲に

熱中し、十数年お稽古に励んでいました。洋楽のテノールから地底を漂うような奥深い声にするには、

呼吸の際の身体のどこをどのように変えたのでしょうか。 

同じようなことがソプラノの奥村正子さんにも言えます。ソプラノの発声で日本の歌を歌うことに違

和感を覚え、こんにゃく座の大石哲史氏のところで勉強したり、長唄のお稽古にも出向いたりしたそう

です。奥村さんには、呼吸に限らず、感じたことを述べていただく予定です。 



神戸松蔭女子学院大学チャペル見学会（13：00〜13：45）のご案内 

  

 神戸松蔭女子学院大学は、1892年にイギリス聖公会の宣教師J.Sフォス師により創設されました。 

1981年建造のチャペル（学校や施設内に建てられている礼拝堂）は、礼拝の場にふさわしく、かつ

オルガンの設置を前提としており、ヨーロッパの聖堂のように、あたかも天から歌声やオルガンの

響きが降り注ぐような特別な音響設計が施されています。 

 故平島教授と担当の竹中工務店技術研究所音響チームがヨーロッパの約90の教会の音響を実際

に測定し、その結果をもとに、平島教授、マルク・ガルニエ氏、竹中工務店により設計、建造され

ました。 

収容人員：340人 残響時間：空席時 3,9秒、満席時 2,6_秒 

＊ パイプオルガンについて 

 フランス・クラシック・タイプのオルガンで、4段鍵盤・31ストップ、大小のパイプ2,200本から

構成されています。高さ11m、幅4mと大きさは中規模ですが、音響の美しさは抜群で、これまで

世界の名オルガニストによって演奏されています。制作者はマルク・ガルニエ氏（フランス・オル

ガン建造家協会名誉会長） 

 尚、本学客員教授である鈴木雅明氏主宰の演奏団体《BCJ バッハ・コレギウム・ジャパン》は、 

1990年の楽団創設当初より現在まで、チャペルにて演奏、録音を行っており、制作された70タイ

トルを超えるCD（スウェーデンのBIS社から発売）は、世界的に高い評価を得ています。 

 

 会場へのアクセスマップとキャンパスマップ 

阪急かJRでお越しください。阪急「六甲」駅 、または JR「六甲道」駅 から、神戸市営バス36

系統「鶴甲団地」行きにご乗車頂き、「六甲台南口」にて下車 徒歩5分です。 

それぞれ、バスの所要時間は5分と10分です。 

２、３人ご一緒なら、タクシーがおすすめです。（阪神電車のご利用はおすすめできません。バス

に乗っている時間が25分位かかります。） 

地図に記載のあるスクールバスは、春休みのため運行していません。 

 

チャペルは正門からすぐ、前方左手です。 

例会の会場は、右手に進んで頂いた 5号館 子ども発達棟の 4階になります。 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 



  

 


